
催
物
の
後
援
・
推
薦
に
係
る
審
査
結
果
報
告
書

 
 

NO
 

申
請
受
付
 

年
月
日
 

主
 
 
催
 
 
者
 

催
 
物
 
名
 

会
場
・
開
催
期
間
等
 

催
 
物
 
内
 
容
 
等
 

申
 
請
 

区
 
分
 

入
 
場
 
料
 
等
 

  
 許

可
年

月
日

 

 (
整
理
番
号
) 

チ
ラ
シ
等
 

1 
令
和

8
年
 

8
月

18
日
 

株
式
会
社
 テ

ニ
ス
ラ
ウ
ン

ジ
 

テ
ニ
ス
祭
り
 

テ
ニ
ス
ラ
ウ
ン
ジ
新
瀬
戸
駅
前
 

令
和
８
年
９
月
２
２
日
(火

) 

・
令
和
８
年
９
月
２
３
日
(水

) 

日
本
テ
ニ
ス
協
会
が

9
月

23
日
を
「
テ
ニ
ス
の
日
」
と
し
て
定

め
全
国
的
に
テ
ニ
ス
の
普
及
を
目
的
と
し
た
催
し
が
行
わ
れ
て
い

る
。
 

テ
ニ
ス
の
普
及
と
と
も
に
身
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
さ
ら

に
多
く
の
人
た
ち
に
広
め
て
健
康
で
明
る
く
生
き
が
い
の
あ
る
社
会

づ
く
り
に
寄
与
す
る
。

 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

8
年

8
月

24
日
 

（
8-
10
5-
44
）
 

○
 

2 
令
和

8
年
 

8
月

19
日
 

瀬
戸
メ
サ
イ
ア
合
唱
団
 

第
19

回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー

 
文
化
ホ

ー
ル
 

令
和
８
年
１
２
月
１
２
日
(土

) 

ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
皆
様
に
感
謝
し
、
今
ま
で
の
練

習
の
成
果
を
発
表
し
、
音
楽
の
良
さ
・
楽
し
さ
を
共
有
す
る
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

8
年

8
月

24
日
 

（
8-
10
6-
45
）
 

○
 

3 
令
和

8
年
 

8
月

20
日
 

旭
精
機
工
業
株
式
会
社
 

尾
張
旭
市
と
瀬
戸
市
の
ア
ー

ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
作
品
展
 

尾
張
旭
市
文
化
会
館

 
展
示
ロ
ビ

ー
 

令
和
８
年
１
１
月
６
日
（
金
）
 

～
令
和
８
年
１
１
月
１
５
日
（
日
）
 

瀬
戸
市
、
尾
張
旭
市
及
び
近
隣
の
障
が
い
者
の
支
援
事
業
所
等
で

制
作
さ
れ
た
絵
、
イ
ラ
ス
ト
、
創
作
物
等
の
作
品
を
市
民
の
方
々
に

見
て
い
た
だ
き
、
障
が
い
者
の
方
々
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と

共
に
、
作
品
を
出
展
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
創
作
意
欲
に
つ
な
が

る
機
会
と
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

8
年

8
月

27
日
 

（
8-
10
7-
46
）
 

○
 

4 
令
和

8
年
 

8
月

24
日
 

キ
ッ
ズ
マ
ネ
ー
ス
ク
ー
ル

愛
知
セ
ン
タ
ー
校
 

親
子
で
学
べ
る
体
験
型
金
融

教
育

 
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ

こ
 

東
明
公
民
館
 

令
和
８
年
１
０
月
４
日
(日

) 

～
令
和
９
年
１
０
月
３
日
(日

) 

「
お
み
せ
や
さ
ん
ご
っ
こ
」
は
、
お
子
さ
ま
に
お
金
の
成
り
立
ち

や
基
本
知
識
を
楽
し
く
学
ん
で
も
ら
い
、
正
し
い
金
銭
感
覚
を
身
に

付
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
自
分
た
ち
で
商
品
を
用
意
し
、
販
売
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
と
大
変
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
日
ご
ろ
働
い
て
い
る
保
護
者
の
方
へ
感
謝
の
気
持
ち
も
育
み
ま

す
。
 

後
援
 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

8
年

8
月

31
日
 

（
8-
10
8-
47
）
 

 

5 
令
和

8
年
 

8
月

24
日
 

マ
マ
ブ
ラ
ス
♪
ス
マ
イ
ル
 

マ
マ

ブ
ラ

ス
♪

ス
マ

イ
ル
 

20
周
年
コ
ン
サ
ー
ト
 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー

 
文
化
ホ

ー
ル
 

令
和
８
年
１
２
月
６
日
(日

) 

活
動

20
周
年
を
記
念
し
て
、
主
な
活
動
で
あ
る
幼
稚
園
・
保
育

園
の
訪
問
演
奏
の
様
子
を
含
め
た
当
団
体
の
活
動
を
よ
り
多
く
の
皆

様
に
も
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
。
ま
た
、
音
楽
に
興
味
を
持
つ
子
ど

も
が
増
え
る
こ
と
、
当
団
体
が
地
域
の
母
親
た
ち
の
活
躍
の
場
の
ひ

と
つ
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

後
援
(継

続
) 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

8
年

8
月

27
日
 

（
8-
10
9-
48
）
 

 

6 
令
和

8
年
 

8
月

24
日
 

瀬
戸
市

 
中
日
ド
ラ
ゴ
ン

ズ
フ
ァ
ー
ム
拠
点
誘
致
を

応
援
す
る
会
 

瀬
戸
市
 
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

フ
ァ
ー
ム
拠
点
誘
致
を
応
援

す
る
イ
ベ
ン
ト
 

瀬
戸
市
民
公
園
 
野
球
場
周
辺
 

令
和
８
年
１
０
月
１
７
日
（
土
）
 

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
拠
点
の
誘
致
応
援
を
通
じ
、
軟
式
野
球
を

は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
わ
り
、
誘
致
を
応
援
す
る
様
子
を
広

報
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。
 

今
年
で

28
回
目
を
迎
え
る
東
西
対
抗
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
を

協
働
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
で
、
野
球
振
興
に
つ
な
げ
る
。
 

後
援
 

入
場
料
 
無
料
 

参
加
料
 
無
料
 

令
和

8
年

8
月

31
日
 

（
8-
11
0-
49
）
 

○
 

 

1



催
物
の
後
援
・
推
薦
に
係
る
実
績
報
告
書

 
 

NO
 

報
告
受
付
 

年
月
日
 

報
告
 

区
分
 

主
 
 
催
 
 
者
 

（
申

請
者

）
 

催
 
物
 
名
 

会
場
・
開
催
期
間
等
 

催
物

の
実

績
等

 
後
援
・
推
薦
の
効
果
等
 

1 
令
和

8
年

8
月

31
日
 

後
援

(継
続
) 

瀬
戸
音
楽
協
会
 

伊
藤
 
定
一
 

第
３
７
回
愛
知
県
尾
東
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
 

令
和
８
年
８
月
８
日
(土

) 

～
令
和
８
年
８
月
９
日
(日

) 

参
加
人
員
：
79

人
 
 

入
場
人
員
：
32
4
人
 

後
援
名
義
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
参
加
者
及

び
そ
の
保
護
者
も
安
心
し
て
尾
東
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
機
関
（
公
民
館
等
）
に

も
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
、
広
く
児
童
生
徒
・
市
民
に
周
知
で

き
ま
し
た
。
音
楽
文
化
の
向
上
に
、
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

2 
令
和

8
年

9
月

4
日
 

後
援

(継
続
) 

瀬
戸
将
棋
文
化
振
興
協
会
 

会
長
 
水
野
 
和
郎
 

将
棋
文
化
振
興
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

完
成
記
念
 
瀬
戸
こ
ど
も
将
棋

大
会

20
26
 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
 
文
化
交

流
館
 

令
和
８
年
８
月
１
６
日
(日

) 

参
加
人
員
：
11
1
人
 
 

入
場
人
員
：
30
0
人
 

後
援
名
義
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
当
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る

信
頼
感
・
安
心
感
が
増
し
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

し
た
。
 

3 
令
和

8
年

9
月

1
日
 

後
援
 

チ
ア
ク
ラ
ブ
 

今
井
 
清
貴
 

チ
ア
ダ
ン
ス
無
料
体
験
会
 

水
南
公
民
館
 

令
和
８
年
６
月
２
２
日
(月

) 

～
令
和
８
年
７
月
６
日
(月

) 

参
加
人
員
：
45

人
 
 

入
場
人
員
：
45

人
 

3
日
間
を
通
し
て
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
チ
ア
に
触
れ
る
子
も
多

く
、
と
て
も
有
意
義
な
体
験
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

4 
令
和

8
年

9
月

3
日
 

後
援

(継
続
) 

愛
知
県
吹
奏
楽
連
盟
・
朝
日
新

聞
社
 

小
島
 
清
美
 

２
０
２
６
年
度
愛
知
県
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
（
高
等
学
校
の
部
）

東
尾
張
地
区
大
会
 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ホ

ー
ル
 

令
和
８
年
７
月
２
６
日
(日

) 

参
加
人
員
：
85
0
人
 
 

入
場
人
員
：
2,
30
7
人
 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ケ
ッ
ト
等
に
後
援
名
義
を
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
後
援
名
義
を
使
用
し
た
こ
と
で
、
多
く
の
方

に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

※
「
参
加
人
員
」
…
主
催
者
を
除
く
事
業
へ
の
参
加
者
数
 
 
 
※
「
入
場
人
員
」
…
催
物
の
一
般
入
場
（
来
場
）
者
数
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令
和
8
年
9
月
情
報
公
開
請
求
一
覧
（
学
校
教
育
課
分
）

請
求

年
月
日

請
求
区
分

請
求
内
容

決
定
通
知

年
月
日

開
示
区
分

開
示
文
書
名

担
当
部
署

備
考

1
R
8
.9
.1

公
文
書
開
示

請
求
書

令
和
８
年
４
月
以
降
、
特
定
の
事
案
に
係
る
学
校
に
お
け
る

瀬
戸
市
教
育
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
す
べ
て
の
報
告
書
、
な

ら
び
に
市
教
育
委
員
会
が
、
当
該
校
お
よ
び
当
該
教
員
に

行
っ
た
指
導
等
に
関
す
る
全
て
の
文
書
。
（
令
和
８
年
度
作

成
の
も
の
）

R
8
.9
.1
5

不
開
示

学
校
教
育
課

開
示
し
な
い
理
由
・
根
拠
規
定

瀬
戸
市
情
報
公
開
条
例
第
１
０
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
。

当
該
文
書
の
存
否
を
答
え
る
こ
と
自
体
が
個
人
に
関
す
る
情
報
（
条
例
７
条
第
２
号
に
よ

り
不
開
示
と
す
べ
き
情
報
）
を
公
に
す
る
こ
と
と
な
り
、
存
否
を
答
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
。

2
R
8
.9
.1

保
有
個
人
情

報
開
示
請
求

令
和
８
年
４
月
以
降
、
特
定
の
事
案
に
係
る
学
校
に
お
け
る

瀬
戸
市
教
育
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
す
べ
て
の
報
告
書
、
な

ら
び
に
市
教
育
委
員
会
が
、
当
該
校
お
よ
び
当
該
教
員
に

行
っ
た
指
導
等
に
関
す
る
全
て
の
文
書
。
（
令
和
８
年
度
作

成
の
も
の
）

R
8
.9
.1
7

一
部
開
示

瀬
戸
市
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
の
長
期
欠
席

の
調
査

請
求
に
係
る
小
学
校
分
の
み
（
令

和
８
年
４
月
～
７
月
）

学
校
教
育
課

１
　
開
示
す
る
保
有
個
人
情
報
（
　
部
分
開
示
　
）

瀬
戸
市
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
の
長
期
欠
席
の
調
査
　
（
令
和
８
年
４
月
～
７
月
分
）

２
　
不
開
示
と
し
た
部
分
と
そ
の
理
由

開
示
の
対
象
と
な
る
当
該
本
人
以
外
の
個
人
情
報
で
あ
る
た
め
(個

人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
第
7
9
条
第
2
項
）

そ
の
他
請
求
に
係
る
公
文
書
は
不
存
在
の
た
め
開
示
で
き
な
い
。

３
　
開
示
す
る
保
有
個
人
情
報
の
利
用
目
的

出
欠
席
の
状
況
の
記
録

3
R
8
.9
.2

公
文
書
開
示

請
求
書

2
0
2
6
年
度
の
各
小
中
学
校
の
加
配
教
職
員
の
状
況
が
分
か
る

文
書

R
8
.9
.1
7

開
示

令
和
８
年
度
　
教
職
員
定
期
人
事
異
動
資
料

学
校
教
育
課

3



８年第３６号議案 

瀬戸市教育委員会決裁規程の一部改正について 

 瀬戸市教育委員会決裁規程の一部を改正する訓令を次のように定めるも

のとする。 

  令和８年１０月１日提出 

瀬 戸 市 教 育 委 員 会  

教育長 加 藤 正 彦  

瀬戸市教育委員会決裁規程の一部を改正する訓令 

 瀬戸市教育委員会決裁規程（昭和６３年瀬戸市教育委員会訓令第１号）

の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下

線で示すように改正する。

改正後 改正前 

  （教育長等の代決等） 

 第９条 教育長は、教育委員会の決裁すべき事項

の処理について、急施その他やむを得ない事情

により教育委員会の決裁を受けることができな

いときは、これを代決することができる。 

 ２ 前項の場合において、教育長が不在のときは

、部長が、これを代決することができる。 

 ３ 教育長は、第１項の規定により代決したとき

は、その旨を直近の教育委員会の会議に報告し

、その承認を受けなければならない。部長が、

前項の規定により代決したときも、また、同様

とする。 

 （部長等の代決）  （部長等の代決） 

第９条 ＜省略＞ 第１０条 ＜省略＞ 

 （代決の制限）  （代決の制限） 

第１０条 ＜省略＞ 第１１条 ＜省略＞ 

4



 （後閲）  （後閲） 

第１１条 ＜省略＞ 第１２条 ＜省略＞ 
  

   附 則 

 この訓令は、訓令を発した日から施行する。 

 

（理 由） 

 この案を提出するのは、教育委員会規程の一部改正は、瀬戸市教育委員

会決裁規程第４条第４号に準ずるため、教育委員会の議決を求める必要が

あるからである。 

5



８年第３７号議案  

令和９年度瀬戸市教職員定期人事異動方針について  

 令和９年度瀬戸市教職員の定期人事異動を行うに当たり、その方針等を

別紙のとおり定めるものとする。  

  令和８年１０月１日提出  

                    瀬 戸 市 教 育 委 員 会  

教育長 加 藤 正 彦  

 

（理 由）  

 この案を提出するのは、令和９年度瀬戸市教職員定期人事異動方針を定

めるに当たり、瀬戸市教育委員会決裁規程第４条第１号の教育行政の運営

に係る基本方針に関することに該当することから、教育委員会の議決を求

める必要があるからである。  

6
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令和９年度 瀬戸市教職員定期人事異動方針について 

瀬戸市教育委員会 

１ 方  針 

令和9年度愛知県教育委員会の定期人事異動方針及び実施要領に基づいて実施する。 

 (1) 適材適所を旨として公正かつ適正な異動を行い､年度当初から学校の組織力を発揮できる体制

づくりを図るとともに､教職員の意識向上及び学校の活性化を図る｡ 

(2) 職務経験の多様化や本市における学校教育の将来を担う人材の育成をねらいとした配置を推進

する｡ 

(3) 特別支援教育の一層の充実や各学校の魅力化の推進や課題解決、及び社会の変化に対応した学

校づくりをねらいとした配置に努める｡ 

(4) 校長､教頭等への昇任に当たっては､厳正かつ公平な審査に基づき､勤務成績が優秀で､かつ､意

欲､行動力を有する教職員を男女問わず登用する｡特に､改革意識を持ち､教職員の能力を引き出し、

効率的な業務運営を行うための高い経営センスと管理･監督能力を備えた人間性豊かな教職員を

登用する｡ 

(5) 教職員の需要と供給の関係から遠隔地への勤務を余儀なくされている者については、計画的に

調整に努める。 

 

２ 実施要領 

(1) 管理職人事 

① 転任 

学校の円滑かつ正常な運営を期するため、原則として同一校勤務 2年未満の者の異動及び校

長、教頭の同時異動は行わない。 

② 昇任 

校長については、愛知県公立学校長任用候補者選考審査による「愛知県公立小中学校長任用

候補者名簿」に登載された者から登用する。 

教頭については、愛知県公立学校教頭任用候補者選考審査による「愛知県公立学校教頭任用

候補者名簿」に登載された者から登用する。 

ただし、校長・教頭とも、特別の事情がある場合のほか、令和9年 3月 31日における年齢が、

57歳以下である者とする。 

③ 降任 

自ら降任を申し出た場合においては、本人の申し出に基づき降任を認める。 

(2) 教員人事 

① 教員に、多様かつ豊富な教育的経験を得させるために、市町間・学校種別間の交流について

配慮する。 

② 同一校の長期・短期勤務者の異動について 

ア 同一校勤務 10 年以上の者は、特別の事情のない限り異動を行う。また、新任以来同一校

勤務6年以上の者についても同様とする。 

イ 同一校勤務3年未満の者は、特別の事情のない限り異動の対象としない。 

③ 異動後の通勤時間は、原則として片道おおむね 1 時間 30 分程度までとするが、常に教職員  

の適正な配置を優先して考慮する。 

④ 同一校内における婚姻の場合は、転任について特別に考慮する。 

 

※ なお、令和9年度の県費負担市町村立学校事務職員及び学校栄養職員の人事異動については、

愛知県教育委員会の方針に準ずる。 
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令和８年１１月　教育委員会日程表

日 曜日

1 日

2 月

3 火

4 水 愛日地方教育事務協議会 日進市民会館　展示ホール 午後２時００分～
教育長・教育
長職務代理者

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水

12 木
定例教育委員会事前打合せ
定例教育委員会

瀬戸市役所３階　３０３会議室
瀬戸市役所４階　庁議室

午後１時３０分～
午後２時００分～

全委員

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土

22 日

23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月

1 火

定例教育委員会事前打合せ
定例教育委員会

瀬戸市役所３階　３０３会議室
瀬戸市役所４階　大会議室

午後１時３０分～
午後２時００分～

全委員

件　　　　　　　名

12月10日(木)
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